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rovic4.0.0....マスターブック

はじめに

パーツを「描く」パーツを「集計する」を簡単に。.今までの図面作成上の面倒な描画とパーツ発注の際のわず
らわしさを軽減し、作業時間を短縮出来る画期的なプラグインです。

rovic には次の機能があります。

・平面図から展開図を作成

・展開図から展開詳細図（三面図）を作成

・平面図、または展開図から部品集計

・パーツリストを作成
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インストール

Windows 版

１．rovic.installer をダブルクリック

rovic.installer が起動されます。

２．［次へ］をクリック

使用許諾画面が表示されます。

３．［同意する］をクリック

４．［選択 ...］をクリック

Vectorworks がインストールされているフォルダを選択してください。

例１）C: ￥Program.Files ￥VectorWorks125J100

例２）C: ￥Program.Files ￥VW12J100_Net

５．［次へ］をクリック

インストールが開始されます。

これで、インストールが完了しました。
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Mac 版

１．rovic.installer をダブルクリック

rovic.installer が起動されます。

２．［次へ］をクリック

使用許諾画面が表示されます。

３．［同意する］をクリック

４．［選択 ...］をクリック

Vectorworks がインストールされているフォルダを選択してください。

例１）￥Applications ￥VectorWorks125J100

例２）￥Applications ￥VW12J100_Net

５．［次へ］をクリック

インストールが開始されます。

これで、インストールが完了しました。
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rovic 起動

Vectorworks 11.5

１．Vectorworks を起動

２．【ファイル】→【作業画面】→【rovic】を実行

これで、rovic が起動できました。

Vectorworks 12.5 以降

１．Vectorworks を起動

２．【ツール】→【作業画面】→【rovic】を実行

これで、rovic が起動できました。
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用語説明

rovic を利用する上で、使用する用語を説明します。

平面図　

　

.

展開図　

　

.

展開グループ

.

間口や什器配置などがわかるように各壁面を示した図です。【展開図
レイヤ追加】メニューで展開図を描くレイヤを作成します。

フロア全体が確認できる図です。お客様にご用意していただくもの
です。

展開詳細図 ( 三面図）を作成するための単位です。サポートとロコポ
イントは展開グループに直接配置します。ハンガーと棚はパーツパ
ターンで定義してから展開グループに配置します。

平面図

展開図

展開グループ１

展開グループ 2

展開図
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パーツパターン

展開詳細図

.

パーツリスト

展開グループの三面図です。展開グループを作成すると、次の３つ
の図が自動生成されます。

上面図（上面グループ）

展開グループを上から見た図です。

正面図

展開グループを正面から見た図です。

側面図

展開グループを側面から見た図です。

展開図で配置した部品を集計した一覧表です。

サポート間に配置するハンガーと棚をパターンとして定義します。
定義したパターンは別の場所でも使用できます。左図のような同じ
パターンが連続する場合は、再利用が容易です。A B C C

A の
反転BC C
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コマンド

rovic には、次のコマンドが用意されています。

・［新規上面グループ］ツール

・［上面グループ配置］ツール

・［新規展開グループ］ツール

・［サポート］ツール

・［パーツパターン］ツール

・［ロコポイント］ツール

・［ハンガー］ツール

・［棚］ツール

・【展開図レイヤ追加】メニュー

・【展開グループ編集】メニュー

・【展開グループ複製】メニュー

・【展開グループ削除】メニュー

・【展開グループ取り出し】メニュー

・【展開グループ取り込み】メニュー

・【サポート一括変更】メニュー

・【ロコポイント削除】メニュー

・【パーツパターン削除】メニュー

・【ハンガー変更】メニュー

・【棚変更】メニュー

・【パーツパターン確定】メニュー

・【レイヤ切り替え】メニュー

・【部品表作成】メニュー

・【パーツリスト生成】メニュー
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平面図から展開図を作成する

平面図を用意します。

作成例として、この平面図から３つの展開図、３つの展開グループを作成します。

展開図１に、展開グループ「レディース 1」と「レディース 2」を作成します。

展開図２に、展開グループ「メンズ」を作成します。

展開図３に、展開グループ「ＦＲ」を作成します。

展開図１ 展開図３

FR

展開図２

レディース１

メンズ

レディース２
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展開図１を作成

次の展開図を作成します。

展開図には、複数の展開グループを作成することができます。

例１）ひとつの展開図レイヤにひとつの展開グループ

例２）ひとつの展開図レイヤに複数の展開グループ

ここでは、例２のような展開図を作成します。

展開図
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レイヤ「展開図１」を追加

展開図を作成するレイヤを追加します。

操作手順：

１．【◆平面図◆】→【展開図レイヤ追加 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［レイヤ名］を「展開図 1」に変更

３．［縮尺］を「50」に変更

４．［レイヤ移動］を「追加した展開図レイヤに切り替えない」に変更

５．［OK］をクリック

これで、レイヤ「展開図１」が追加されました。

手順２
手順３

手順４
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展開グループ「レディース１」を作成

平面図に棚やハンガーなどを配置する位置を指定します。指定が完了すると、展開図レイヤに移動します。

操作手順：

１．［新規上面グループ］ツールを選択

２．始点をクリック

展開グループの始まる壁面をクリックしてください。

３．終点をクリック

展開グループの終わる壁面をクリックしてください。

４．向きをクリック

奥行きが出る向きをクリックしてください。

次のダイアログが表示されます。

手順５

手順６
手順７

手順８

手順９
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５．［展開グループ名］を「レディース１」に変更

６．［間口］を入力

先ほど直線を引いた長さになります。問題なければ、そのままにしてください。

７．［高さ］を「3965」に変更

８．［展開図レイヤ］を先ほど追加した「[[ 展開図 ]]- 展開図 1」に変更

９．［縮尺］を「1:20」に変更

１０．［OK］をクリック

これで、展開図レイヤに展開グループ「レディース 1」が作成されました。
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外観を作成

Vectorworks 標準ツールを使用して、展開図に躯体などを作成し.ます。
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サポート（シングルーシングル）を配置

展開グループに、例２のサポートを配置します。

操作手順：

１．［サポート］ツールを選択

２．展開グループ上のサポート原点をクリック

クリックした位置からサポートが配置されます。ここでは、展開グループ左下の基準点から X=124.5、Y=0 の
位置をクリックします。

次のダイアログが表示されます。

３．［サポート追加 ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

手順３
手順５

例１ 例２
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一番左側のサポートを入力します。種類「ASF-1」、高さ「3000」、カラー「クローム」、下地「SST-2」、ビ
ス「BT-P」、ビスサイズ「25」を入力します。

４．［OK］をクリック

図面にサポートが追加されます。

５．［スリット芯追加 ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

先ほど追加したサポートから次のサポートまでの距離を「1110」を入力します。

６．［OK］をクリック

図面にスリット芯が追加されます。

ロイヤルのサポート各種を選択します

任意のサポート高さ (3000mmまで ) を入力します

指定色以外に任意入力も可能です

選択したサポートに応じて切り替わります

選択したサポート・下地に応じて切り替わります
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７．３から６を繰り返す

続けて、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「175」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「510」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「175」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「1110」、

サポート「ASF-1、3000」.

を追加します。

8．［サポート芯寸法］を「作成する」に変更

9．［OK］をクリック

これで、サポートが配置されました。
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サポートまたはスリット芯を変更したい場合

ダイアログ表示中に変更したい場合は、サポートまたはスリット芯を選択し、［変更］をクリックしてください。
［OK］をクリックした後に変更したい場合は、再び［サポート］ツールでサポート原点をクリックしてください。
複数の展開グループのサポートを変更したい場合は、サポート一括変更の項目を参照してください。
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パーツパターン「Ａ」を作成

パーツパターンを次のように左端のサポート間に作成します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．左端のサポート間にマウスカーソルを移動

赤い矩形が表示されます。

３．クリック

次のダイアログが表示されます。

パターン A
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４．［新規パターン ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

５．［パターン名］を「Ａ」に変更

６．［OK］をクリック

パーツパターンレイヤが表示されます。

これで、パーツパターン「Ａ」ができました。ここに棚を配置していきます。

注意：

パーツパターンを作成すると、サポートの変更ができません。
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木棚（外々）を配置

木棚を次の高さに配置します。

1850mm

1500mm

1150mm

800mm

450mm

操作手順：

１．［棚］ツールを選択

２．450mmの高さに直線を引く

次のダイアログが表示されます。
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３．［棚板の種別］を「木棚」に変更

４．［Ｗ］を「1200」に変更

５．［奥行き］を「350」に変更

６．［棚名称］を「木棚」に変更

７．［棚厚］を「20」に変更

８．［ブラケット］を「R-033W」、「R-032W」に変更

９．［OK］をクリック

これで、棚が配置できました。つづけて、800mm、1150mm、1500mm、1850mmの高さに同じ棚を配置し
てください。

棚のW( ワイド）寸法を入力し
ます

ブラケットより外側にはみ出
す寸法です

ブラケットのサイズ ( 呼び名）
で、棚のD( 奥行き）寸法はブ
ラケットのサイズに合わせて
自動で決まります

棚厚は入力した数値が図面上
の棚の厚みに反映されます

棚板の種別によって左のイラ
ストが切り替わります

任意入力します

Mac.版は数値を直接入力
できません。数値入力ダ
イアログから値を入力し
ます
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パーツパターン「Ａ」を確定

パーツパターンレイヤに配置した棚を展開図に適用します。

操作手順：

１．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、展開図にパーツパターン「Ａ」が適用されました。

パーツパターンを再編集したい場合

パーツパターンを再編集したい場合は、［パーツパターン］ツールで、もう一度同じサポート間をクリックし
てください。次のダイアログが表示されます。

［パターン編集 ...］をクリックしてください。これで、パーツパターンの編集ができます。

既に作成したパターンを他のスパンに適
用する事ができます ( スパンのパターンが
同一の場合のみ）

　　　　のパターンを　　　　に適用する
事ができます

パターンを編集できます

パターンを複製できます
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パーツパターン「Ｂ」を作成

中央のサポート間にパーツパターンＢを作成します。操作手順は、パーツパターンＡを作成した手順と同じで
す。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

［パターン名］「Ｂ」のパーツパターンを中央のサポート間に作成します。

２．［棚］ツールを選択

［Ｗ］を「600」に変更し、パーツパターン「Ａ」と同じ位置に同じ棚を配置します。

３．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、パーツパターン「Ｂ」ができました。

パターン B
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パーツパターン「Ａ」を適用

左端と同じパーツパターンを右端のサポート間に適用します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．右端のサポート間にマウスカーソルを移動

赤い矩形が表示されます。

３．クリック

次のダイアログが表示されます。

４．［パーツパターン］「Ａ」を選択

５．［パターンを適用］をクリック

手順４
手順５
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これで、展開図にパーツパターン「Ａ」が適用されました。
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展開詳細図レイヤへ移動

パーツパターンを適用（またはパーツパターン確定）すると、バックグラウンドで自動的に展開詳細図（三面図）
が作成されます。展開詳細図レイヤに移動して、展開詳細図を確認します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【レイヤ切り替え ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［他のレイヤを］「隠す」に変更

３．［レイヤ名］「[[ 展開詳細図 ]]- レディース１」をダブルクリック

これで、展開詳細図に移動されました。展開詳細図が配置されているか確認してください。

手順２
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平面図レイヤへ移動

パーツパターンを適用（またはパーツパターン確定）すると、バックグラウンドで自動的に平面図に展開グルー
プを上から見た上面図が作成されます。平面図レイヤに移動して、上面図を確認します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【レイヤ切り替え ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［他のレイヤを］「表示」に変更

３．ここでは［レイヤ名］「造作」をダブルクリック

これで、平面図に移動されました。展開グループの上面が配置されているか確認してください。

手順２

手順３
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rovic4.0.0....マスターブック

展開グループ「レディース２」を作成

レディース１と同じ展開図にレディース２を作成します。

操作手順：

１．［新規上面グループ］ツールを選択

２．始点をクリック

展開グループの始まる壁面をクリックしてください。

３．終点をクリック

展開グループの終わる壁面をクリックしてください。

４．向きをクリック

上下、左右の奥行きが出る向きをクリックしてください。

次のダイアログが表示されます。

５．展開グループ名を「レディース 2」に変更

手順５

手順６
手順７

手順８

手順９
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rovic4.0.0....マスターブック

６．［間口］を入力

先ほど直線を引いた長さになります。問題なければ、そのままにしてください。

７．［高さ］を「3965」に変更

８．［展開図レイヤ］を「[[ 展開図 ]]- 展開図 1」に変更

９．［縮尺］を「1:20」に変更

１０．［OK］をクリック

これで、展開図レイヤに展開グループ「レディース 2」が作成されました。

注意：

［新規上面グループ］ツールで展開グループを複数作成すると、同じ位置に作成されます。展開グループを移
動し、見やすくするには次のページの展開グループを移動の項目を参照してください。
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rovic4.0.0....マスターブック

展開グループを移動

展開グループを移動し、展開図を見やすくします。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．展開グループ「レディース２」をドラッグ

３．配置したい位置でドロップ

これで、展開グループを移動できました。

展開グループ１

展開グループ 2
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rovic4.0.0....マスターブック

外観を作成

必要に応じて展開図に躯体などを作成し.ます。rovic ではなく VectorWorks ツールで描きます。
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rovic4.0.0....マスターブック

サポート（シングルーシングル）を配置

展開グループ「レディース 2」にサポートを配置します。

操作手順：

１．［サポート］ツールを選択

２．展開グループ上のサポート原点をクリック

クリックした位置からサポートが配置されます。ここでは、展開グループ左下の基準点から X=73、Y=0
の位置をクリックします。

次のダイアログが表示されます。

３．［サポート追加 ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。
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rovic4.0.0....マスターブック

一番左側のサポートを入力します。種類「ASF-1」、高さ「3000」、カラー「クローム」、下地「SST-2」、ビ
ス「BT-P」、ビスサイズ「25」を入力します。

４．［OK］をクリック

図面にサポートが追加されます。

５．［スリット芯追加 ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

先ほど追加したサポートから次のサポートまでの距離を入力します。ここでは、「860」を入力します。

６．［OK］をクリック

図面にスリット芯が追加されます。
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rovic4.0.0....マスターブック

７．３から６を繰り返す

続けて、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「175」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「860」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「175」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「860」、

サポート「ASF-1、3000」.

を追加します。

8．［サポート芯寸法］を「作成する」に変更

9．［OK］をクリック

これでサポートが配置されました。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｃ」を作成

パーツパターンを次のように作成します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．左端のサポート間にマウスカーソルを移動

赤い矩形が表示されます。

３．クリック

次のダイアログが表示されます。

“C”
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rovic4.0.0....マスターブック

４．［新規パターン ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

５．［パターン名］を「Ｃ」に変更

６．［OK］をクリック

パーツパターンレイヤが表示されます。

これで、パーツパターン「Ｃ」ができました。ここにハンガーを配置していきます。
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rovic4.0.0....マスターブック

ハンガー（内々）を配置

ハンガーを 1550mmの高さに配置します。

操作手順：

１．［ハンガー］ツールを選択

２．1550mmの高さに直線を引く

次のダイアログが表示されます。
展開方法、パイプ種類、加工、
経を選択すると、下のイラス
トが絞り込まれます
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rovic4.0.0....マスターブック

３．［Ｗ］を「860」に変更

４．［ブラケットサイズ］を「300」に変更

５．［ブラケット］を「A-288S」、「A-287S」に変更

６．［OK］をクリック

これで、ハンガーが配置できました。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｃ」を確定

パーツパターンレイヤに配置したハンガーを展開図に適用します。

操作手順：

１．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、展開図の左端のサポート間にパーツパターン「Ｃ」が適用されました。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｃ」を適用

パーツパターンＣを中央と右端のサポート間に適用します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．中央のサポート間にマウスカーソルを移動

赤い矩形が表示されます。

３．クリック

次のダイアログが表示されます。

４．［パーツパターン］「Ｃ」を選択

５．［パターンを適用］をクリック

手順４

手順５
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rovic4.0.0....マスターブック

これで、展開図の中央のサポート間にパーツパターン「Ｃ」が適用されました。

つづけて、右端のサポートにパーツパターン「Ｃ」を適用してください。
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rovic4.0.0....マスターブック

展開図２を作成

次の展開図を作成します。

展開図
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rovic4.0.0....マスターブック

レイヤ「展開図２」を追加

展開図を作成するレイヤを追加します。展開図１レイヤと同じ作り方で、展開図２レイヤを追加してください。

操作手順：

１．【◆平面図◆】→【展開図レイヤ追加 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［レイヤ名］を「展開図２」に変更

３．［縮尺］を「50」に変更

４．［レイヤ移動］を「追加した展開図レイヤに切り替えない」に変更

５．［OK］をクリック

これで、レイヤ「展開図２」が追加されました。

手順２
手順３

手順４
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rovic4.0.0....マスターブック

展開グループ「メンズ」を作成

平面図に棚やハンガーなどを配置する位置を指定します。展開グループ「レディース１」、「レディース２」と
同じ作り方で、展開グループ「メンズ」を作成してください。

操作手順：

１．［新規正面グループ］ツールを選択

２．始点をクリック

展開グループの始まる壁面をクリックしてください。

３．終点をクリック

展開グループの終わる壁面をクリックしてください。

４．向きをクリック

奥行きが出る向きをクリックしてください。

次のダイアログが表示されます。

手順５

手順６
手順７

手順８
手順９
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rovic4.0.0....マスターブック

５．［展開グループ名］を「メンズ」に変更

６．［間口］を入力

先ほど直線を引いた長さになります。問題なければそのままにしてください。

７．［高さ］を「3965」に変更

８．［展開図レイヤ］を先ほど追加した「[[ 展開図 ]]- 展開図２」に変更

９．［縮尺］を「1:20」に変更

１０．［OK］をクリック

これで、展開図レイヤに展開グループ「メンズ」が作成されました。
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rovic4.0.0....マスターブック

外観を作成

必要に応じて躯体などを作成します。rovic ではなく、Vectorworks ツールで描きます。
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rovic4.0.0....マスターブック

サポート（シングル－ダブル）を配置

展開グループに、例１のサポートを配置します。

操作手順：

１．［サポート］ツールを選択

２．展開グループ上のサポート原点をクリック

クリックした位置からサポートが配置されます。ここでは、左下の基準点から X=187.5、Y=0 の位置をク
リックします。

次のダイアログが表示されます。

３．［サポート追加 ...］をクリック

例１ 例２



52

rovic4.0.0....マスターブック

一番左側のサポートを入力します。ここでは、種類「ASF-1」、高さ「3000」、カラー「クローム」、下地「SST-2」、
ビス「BT-P」、ビスサイズ「25」を入力します。

４．［OK］をクリック

図面にサポートが追加されます。

５．［スリット芯追加 ...］をクリック

先ほど追加したサポートから次のサポートまでの距離「1200」を入力します。

６．［OK］をクリック

図面にスリット芯が追加されます。

７．３から６を繰り返す

続けて、

サポート「AWF-5、3000」、

スリット芯「1200」、

サポート「AWF-5、3000」、

スリット芯「1200」、

サポート「AWF-5、3000」、

スリット芯「600」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「1720」、

サポート「ASF-1、3000」、

スリット芯「1200」、

サポート「AWF-5、3000」、

スリット芯「1200」、

サポート「ASF-1、3000」

を追加します。

８．［サポート芯寸法］を「作成する」に変更

９．［OK］をクリック

これで、サポートが配置されました。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｄ」を作成

パーツパターン「Ｄ」を次のように作成します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．左端のサポート間にマウスカーソルを移動

赤い矩形が表示されます。

３．クリック

次のダイアログが表示されます。

４．［新規パターン ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

５．［パターン名］を「Ｄ」に変更

“D”
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rovic4.0.0....マスターブック

６．［OK］をクリック

パーツパターンレイヤが表示されます。

これで、パーツパターン「Ｄ」ができました。ここにハンガーと棚を配置していきます。
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rovic4.0.0....マスターブック

ハンガー（内々）を配置

ハンガーを 1250mmの高さに配置します。

操作手順：

１．［ハンガー］ツールを選択

２．1250mmの高さに直線を引く

次のダイアログが表示されます。

３．［W］を「1205」に変更

４．［ブラケットサイズ］を「250」に変更

５．展開方法は「内々」、パイプ種類は「丸」、加工は「両ナットあり」、系は「Φ25」にし、［ブラケット］を
「HB-25.RN」、「A-78S」に変更

６．［OK］をクリック

これで、ハンガーが配置できました。

手順３

手順４

手順５
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rovic4.0.0....マスターブック

棚（内々）を配置

棚を 1500mmの高さに配置します。

操作手順：

１．［棚］ツールを選択

２．1500mmの高さに直線を引く

次のダイアログが表示されます。

３．［棚板の種別］を「ガラス棚」に変更

４．［W］を「1205」に変更

５．［奥行き］を「300」に変更

６．［棚名称］を「ガラス棚」に変更

７．［棚厚］を「8」に変更

８．［ブラケット］を「R-120GHS」、「R-120GHS」に変更

９．［JP バー］を「2本」に変更

１０．ホルダー［先端］を「あり」に変更

１１．ホルダー［中間］を「あり」に変更

１２．［OK］をクリック

手順４

手順５
手順６
手順７

手順８

手順９
手順

手順３
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rovic4.0.0....マスターブック

これで、棚が配置できました。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｄ」を確定

パーツパターンレイヤに配置した棚を展開図に適用します。

操作手順：

１．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、展開図にパーツパターン「Ｄ」が適用されました。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｅ」を作成

左から２番目のサポート間にパーツパターン「Ｅ」を作成します。操作手順は、パーツパターン「Ｄ」を作成
した手順と同じです。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

［パターン名］「Ｅ」のパーツパターンを左から２番目のサポート間に作成します。

２．ハンガー、棚を配置

［W］を「1209」に変更し、パーツパターン「Ｄ」と同じ位置に同じハンガー、棚を配置します。

３．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、パーツパターン「Ｅ」ができました。

“E”
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｆ」を作成

スリット芯が短いサポート間にパーツパターン「Ｆ」を作成します。操作手順は、パーツパターン「Ｄ」「Ｅ」
を作成した手順と同じです。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

［パターン名］「Ｆ」のパーツパターンをスリット芯が短いサポート間に作成します。

２．棚を配置

500mm、750mm、1000mm、1250mm、1500mmの高さに［W］を「605」に変更したパーツパターン「Ｄ」
「Ｅ」と同じ棚を配置します。

３．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、パーツパターン「Ｆ」ができました。

“F”
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｄ」「Ｅ」を適用

パーツパターン「Ｄ」「Ｅ」を次のように適用します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．左から３番目のサポート間をクリック

次のダイアログが表示されます。

３．［パーツパターン］「Ｅ」を選択

４．［パターンを適用］をクリック

“D”“E”
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rovic4.0.0....マスターブック

これで、展開図にパーツパターン「Ｅ」が適用されました。

つづいて、パーツパターン「Ｄ」を右から２番目のサポート間に適用してください。
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rovic4.0.0....マスターブック

パーツパターン「Ｄ」を反転

パーツパターン「Ｄ」を反転して右端のサポート間に適用します。パーツパターンの反転は、サポートの組み
合わせがシングル -ダブルのパーツパターンをダブル -シングルの組み合わせに適用する場合に使用します。

（反転説明の図）

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．右端のサポート間をクリック

次のダイアログが表示されます。

３．［パーツパターン］「Ｄ」を選択

４．［複製して反転］をクリック

パーツパターンレイヤに切り替わります。

５．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

“D反 ”
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rovic4.0.0....マスターブック

これで、反転したパーツパターン「Ｄ」ができました。
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rovic4.0.0....マスターブック

展開図３を作成

展開グループの好きな位置にロコポイントを配置します。
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rovic4.0.0....マスターブック

レイヤ「展開図３」を追加

展開図を作成するレイヤを追加します。

操作手順：

１．【◆平面図◆】→【展開図レイヤ追加 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［レイヤ名］を「展開図３」に変更

３．［縮尺］を「50」に変更

４．［レイヤ移動］を「追加した展開図レイヤに切り替えない」に変更

５．［OK］をクリック

これで、レイヤ「展開図３」が追加されました。

手順２
手順３

手順４
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rovic4.0.0....マスターブック

展開グループ「ＦＲ」を作成

平面図にロコポイントを配置する位置を指定します。指定が完了すると、展開図レイヤに移動します。

操作手順：

１．［新規上面グループ］ツールを選択

２．始点をクリック

展開グループの始まる壁面をクリックしてください。

３．終点をクリック

展開グループの終わる壁面をクリックしてください。

４．向きをクリック

奥行きが出る向きをクリックしてください。

次のダイアログが表示されます。
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rovic4.0.0....マスターブック

５．［展開グループ名］を「ＦＲ」に変更

６．［間口］を入力

先ほど直線を引いた長さになります。問題なければ、そのままにしてください。

７．［高さ］を「3000」に変更

８．［展開図レイヤ］を先ほど追加した「[[ 展開図 ]]- 展開図３」に変更

９．［縮尺］を「1:10」に変更

１０．［OK］をクリック

これで、展開図レイヤに展開グループ「ＦＲ」が作成されました。
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rovic4.0.0....マスターブック

外観を作成

必要に応じて展開図に躯体などを作成します。rovic ではなく Vectorworks ツールで描きます。
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rovic4.0.0....マスターブック

ロコポイントを配置

展開グループにロコポイントを配置します。

操作手順：

１．［ロコポイント］ツールを選択

２．展開グループ上の配置する位置をクリック

クリックした位置にロコポイントが配置されます。ここでは、ＦＲ左下の基準点から X=675、Y=1400 の
位置をクリックします。

次のダイアログが表示されます。

３．［種類］を「LTR-22」に変更

４．［サイズ］を「40」に変更

５．［カラー］を「クローム」に変更

６．［OK］をクリック

これで、ロコポイントが配置されました。
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展開詳細図レイヤへ移動

ロコポイントを配置すると、バックグラウンドで自動的に展開詳細図（三面図）が作成されます。展開詳細図
レイヤに移動して、展開詳細図を確認します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【レイヤ切り替え ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［他のレイヤを］「隠す」に変更

３．［レイヤ名］「[[ 展開詳細図 ]]- ＦＲ」をダブルクリック

これで、展開詳細図に移動されました。展開詳細図が配置されているか確認してください。

注意：

ロコポイントは側面図には配置されません。
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平面図から部品を集計する

部品表を作成

配置された部品を集計します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【部品表作成 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［天井高さ］を「3965」に変更

３．［集計対象］を「平面図から部品を集計する」に変更

４．［次へ］をクリック

次のダイアログが表示されます。

手順３
手順４

手順５
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５．［書き出し］をクリック

集計された部品がテキストファイルに書き出されます。ファイル名を指定して［保存］をクリックしてく
ださい。

６．［閉じる］をクリック

これで、部品表が作成できました。
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パーツリストを生成

部品表からパーツリストを生成します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【パーツリスト生成 ...】を実行

これで、パーツリストが生成されました。

注意：

【部品表作成】メニューを実行していないと、パーツリストが生成できません。
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展開図のみ作成する

平面図を作らずに展開図を作成する手順は次のとおりです。

レイヤ「展開図４」を追加

展開図を作成するレイヤを追加します。

操作手順：

１．【◆平面図◆】→【展開図レイヤ追加 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［レイヤ名］を「展開図４」に変更

３．［縮尺］を「50」に変更

４．［レイヤ移動］を「追加した展開図レイヤに切り替える」に変更

５．［OK］をクリック

これで、レイヤ「展開図４」が追加され、レイヤ「展開図４」に切り替わりました。

手順２
手順３

手順４
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展開グループ「壁面外々展開」を作成

サポート、ハンガー、棚などを配置する展開グループを作成します。

操作手順：

１．［新規展開グループ］ツールを選択

２．始点をクリック

展開グループを矩形で指定してください。

３．終点をクリック

次のダイアログが表示されます。

４．［展開グループ名］を「壁面外々展開」に変更

５．［間口］を「1200」に変更

先ほど指定した矩形の幅になります。

６．［高さ］を「3000」に変更

先ほど指定した矩形の高さになります。

７．［縮尺］を「1:20」に変更

８．［OK］をクリック

これで、展開図レイヤに展開グループ「壁面外々展開」が作成されました。

手順４

手順５
手順６

手順７
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サポートを配置

展開グループにサポートを配置します。

操作手順：

１．［サポート］ツールを選択

２．展開グループ上のサポート原点をクリック

クリックした位置からサポートが配置されます。ここでは、壁面外々展開左下の基準点から X=150、Y=0
の位置をクリックします。

次のダイアログが表示されます。

３．［サポート追加 ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。
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一番左側のサポートを入力します。ここでは、種類「ASF-1」、高さ「1820」、カラー「クローム」、下地「SST-2」、
ビス「BT-P」、ビスサイズ「25」を入力します。

４．［OK］をクリック

図面にサポートが追加されます。

５．［スリット芯追加 ...］をクリック

次のダイアログが表示されます。

先ほど追加したサポートから次のサポートまでの距離を入力します。ここでは、「900」を入力します。

６．［OK］をクリック

図面にスリット芯が追加されます。

７．［スリット芯寸法］を「作成する」に変更

８．［OK］をクリック

これで、サポートが配置されました。
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パーツパターン「Ｇ」を作成

パーツパターンを次のように作成します。

操作手順：

１．［パーツパターン］ツールを選択

２．サポート間にマウスカーソルを移動

赤い矩形が表示されます。

３．クリック

次のダイアログが表示されます。

４．［新規パターン ...］をクリック



81

rovic4.0.0....マスターブック

次のダイアログが表示されます。

５．［パターン名］を「Ｇ」に変更

６．［OK］をクリック

パーツパターンレイヤが表示されます。

これでパーツパターン「Ｇ」ができました。
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ハンガー（外々）を配置

ハンガーを次の高さに配置します。

1200mm

操作手順：

１．［ハンガー］ツールを選択

２．1200mmの高さに直線を引く

次のダイアログが表示されます。

３．［W］を「1000」に変更

４．［ブラケットサイズ］を「250」に変更

５．展開方法は「外々」、パイプ種類は「丸」、加工は「両ナットなし」、系は「Φ25」にし、［ブラケット］を
「HB-25］、「A-79S」に変更

６．［OK］をクリック

これで、ハンガーが配置できました。

手順３

手順４

手順５
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棚（外々）を配置

棚を 1400mmの高さに配置します。

操作手順：

１．［棚］ツールを選択

２．1400mmの高さに直線を引く

次のダイアログが表示されます。

３．［棚板の種別］を「ガラス棚」に変更

４．［W］を「1000」に変更

５．［奥行き］を「300」に変更

６．［棚名称］を「ガラス棚」に変更

７．［棚厚］を「8」に変更

８．［ブラケット］を「R-110GS」「R-110GS」に変更

９．［JP バー］を「２本」に変更

１０．［OK］をクリック

これで、棚が配置できました。

手順３
手順４

手順５
手順６
手順７

手順８

手順９
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パーツパターン「Ｇ」を確定

パーツパターンレイヤに配置した棚を展開図に適用します。

操作手順：

１．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定】を実行

これで、展開図にパーツパターン「Ｇ」が適用されました。
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展開詳細図レイヤへ移動

パーツパターンを適用（またはパーツパターン確定）すると、バックグラウンドで自動的に展開詳細図（三面図）
が作成されます。展開詳細図レイヤに移動して、展開詳細図を確認します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【レイヤ切り替え ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［他のレイヤを］「隠す」に変更

３．［レイヤ名］「[[ 展開詳細図 ]]- 壁面外々展開」をダブルクリック

これで、展開詳細図に移動されました。展開詳細図が配置されているか確認してください。
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展開図から部品を集計する

部品表を作成

配置された部品を集計します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【部品表作成 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［天井の高さ］を「3000」に変更

３．［集計対象］を「展開図から部品を集計する」に変更

４．部品集計対象となるレイヤにチェック

ここでは、「[[ 展開図 ]]- 展開図４」のみにチェックを入れる。

５．［次へ］をクリック

手順３

手順４

手順２
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次のダイアログが表示されます。

６．［書き出し］をクリック

集計された部品がテキストファイルに書き出されます。ファイル名を指定して［保存］をクリックしてく
ださい。

７．［閉じる］をクリック

これで、部品表が作成できました。
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パーツリストを生成

部品表からパーツリストを生成します。

操作手順：

１．【◆集計◆】→【パーツリスト生成 ...】を実行

これで、パーツリストが生成されました。

注意：

【部品表作成】メニューを実行していないと、パーツリストが生成できません。
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作成した部品を変更する

次のコマンドが用意されています。

・サポート一括変更

・パーツパターン変更

・ハンガー変更

・棚変更
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サポートを一括変更

展開グループに配置されているサポートを一括で変更します。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．サポートを変更する展開グループをひとつまたは複数選択

３．【◆展開図◆】→【サポート一括変更 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

４．変更する［サポート］にチェック

５．［変更］をクリック

次のダイアログが表示されます。

６．値を変更

７．［OK］をクリック

８．［閉じる］をクリック

これで、サポートの一括変更ができました。

注意：

パーツパターンが適用されている場合は、サポートを変更することができません。

手順４

手順５

手順６
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パーツパターンを変更

パーツパターンの内容を変更します。

操作手順：

１．展開図レイヤへ移動

２．［パーツパターン］ツールを選択

３．変更するパーツパターン（サポート間）をクリック

次のダイアログが表示されます。

４．［パターン編集 ...］をクリック

パーツパターンレイヤへ移動されます。

５．編集

ハンガー. 【◆パーツパターン◆】→【ハンガー変更 ...】で変更できます。

棚. . 【◆パーツパターン◆】→【棚変更 ...】で変更できます。

６．【◆パーツパターン◆】→【パーツパターン確定 ...】を実行

これで、適用されているすべてのパーツパターンが変更できました。

手順４
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ハンガーを変更

パーツパターンに配置されているハンガーを変更します。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．ハンガーを選択

３．【◆パーツパターン◆】→【ハンガー変更 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

４．変更後のハンガーの値を入力

５．［OK］をクリック

これで、ハンガーの変更ができました。

手順４
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棚を変更　

パーツパターンに配置されている棚を変更します。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．棚を選択

３．【◆パーツパターン◆】→【棚変更 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

４．変更後の棚の値を入力

５．［OK］をクリック

これで、棚の変更ができました。

手順４
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ロコポイントを削除

展開グループに配置されているロコポイントをすべて削除します。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．削除するロコポイントがある展開グループを選択

３．【◆展開図◆】→【ロコポイント削除 ...】を実行

次のメッセージが表示されます。

４．［はい］をクリック

これで、展開グループ内のすべてのロコポイントの削除ができました。
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パーツパターンを削除

展開グループで指定されているパーツパターンを削除します。

操作手順：

１．【◆展開図◆】→【パーツパターン削除 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．削除する［パーツパターン］を選択

３．［OK］をクリック

次のメッセージが表示されます。

３．［はい］をクリック

これで、パーツパターンを削除できました。
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展開グループを活用する

上面グループを配置

作成済みの上面グループ（展開グループを上から見た図）を平面図に配置します。

操作手順：

１．平面図レイヤに切り替える

２．［上面グループ配置］ツールを選択

次のダイアログが表示されます。

３．配置する上面グループを選択

４．基点を選択

図面をクリックした時の基点となります。

５．［OK］をクリック

６．配置する位置をクリック

７．角度を決めてクリック

これで、上面グループの配置ができました。
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展開グループを編集

展開グループを編集します。パーツパターンが適用されている場合は、一部の値が編集できません。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．編集する展開グループを選択

３．【◆展開図◆】→【展開グループ編集 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

４．値を変更

５．［OK］をクリック

これで、展開グループの編集ができました。

注意：

パーツパターンが適用されている場合は、［間口］、［高さ］、［オフセットｗ］、［オフセットH］の値が編集で
きません。
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展開グループを複製

展開グループを複製します。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．複製する展開グループを選択

３．【◆展開図◆】→【展開グループ複製 ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

４．［展開グループ名］を入力

５．［OK］をクリック

これで、展開グループの複製ができました。
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展開グループを削除

展開グループを削除します。展開グループを削除すると、展開詳細図も同時に削除されます。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．削除する展開グループを選択

３．【◆展開図◆】→【展開グループ削除 ...】を実行

次のメッセージが表示されます。

４．［はい］をクリック

これで、展開グループの削除ができました。
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展開グループを取り出す

作成した展開グループを取り出し、別の図面ファイルで使用できるようにします。展開グループデータベース
ファイルを作成し、複数の展開グループを保存できます。

操作手順：

１．［2Dセレクションポインタ］ツールを選択

２．取り出す展開グループを選択

３．【◆展開図◆】→【展開グループ取り出し ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

４．［新規ファイル ...］をクリック

取り出した展開グループが展開グループデータベースファイルに保存されます。ファイル名を指定して［保
存］をクリックしてください。２回目以降は［選択 ...］をクリックし、展開グループデータベースファイ
ルを指定することで、指定したファイルに展開グループを追加で取り出せます。

５．［展開グループ名］を入力

６．［取り出す］をクリック

これで、展開グループの取り出しができました。
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展開グループを取り込む

別の図面ファイルで作成した展開グループを取り込みます。

操作手順：

１．【◆展開図◆】→【展開グループ取り出し ...】を実行

次のダイアログが表示されます。

２．［選択 ...］をクリック

取り込みたい展開グループが保存されている展開グループデータベースファイルを指定してください。

３．取り込む［展開グループ］を選択

４．［取り込む］をクリック

これで、展開グループの取り込みができました。
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